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益
子
町
の
中
心
部
、城
内
坂
か
ら
ほ
ど
近
い
丘

陵
地
に
、ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
彫
刻
家
が
築
い
た
、

創
作
と
暮
ら
し
、作
品
展
示
の
た
め
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
が
広
が
り
ま
す
。ワ
グ
ナ
ー・ナ
ン
ド
ー
ル

氏（
1
9
2
2
ー
1
9
9
7
）は
、第
二
次
世
界
大

戦
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
の
中
心
人
物
と
し
て
追

わ
れ
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
亡
命
、そ
こ
で
出
会
っ
た

秋
山
千
代
氏
と
共
に
1
9
6
9
年
に
来
日
し
、

1
9
7
0
年
よ
り
益
子
に
住
居
と
ア
ト
リ
エ
を

構
え
生
涯
同
地
に
て
創
作
活
動
を
行
っ
た
芸
術

家
で
す
。現
在
、ワ
グ
ナ
ー・ナ
ン
ド
ー
ル 

ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
名
付
け
ら
れ
た
庭
園
に
は
、移
住

当
初
か
ら
晩
年
ま
で
に
築
か
れ
た
ナ
ン
ド
ー
ル

氏
の
設
計
と
夫
妻
の
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
に
よ
る
建
築

群
が
点
在
し
、鉄
骨
造
の
ア
ト
リ
エ
、大
谷
石
の
独

特
な
積
石
造
の
図
書
館
、展
示
室
な
ど
、地
形
に

富
ん
だ
環
境
の
中
で
互
い
に
、ま
た
屋
外
の
彫
刻

作
品
と
有
機
的
に
関
係
づ
い
た
文
化
的
景
観
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。氏
の
建
築
的
な
表
現
活
動

が
集
約
さ
れ
た
こ
の
環
境
に
は
、創
作
活
動
と
並

行
し
た
長
期
間
に
わ
た
る
ひ
と
り
の
芸
術
家
の

環
境
形
成
の
足
跡
に
加
え
て
、個
々
の
建
物
に
お

け
る
独
自
性
の
高
い
構
法
や
空
間
構
成
な
ど
の

特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
谷
石
研
究
会
と
宇
都
宮
大
学
遠

藤
研
究
室
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
運
営
す
る
（
公

財
）
ワ
グ
ナ
ー
・
ナ
ン
ド
ー
ル
記
念
財
団
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
2
0
2
3
年
度
に
予
備
調
査
、

2
0
2
4
年
度
よ
り
建
物
群
の
調
査
、
お
よ
び

建
築
図
面
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
写
真
等
の
建
築

資
料
に
関
す
る
合
同
調
査
を
開
始
し
、
継
続
的

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、
財
団
に

は
氏
が
残
し
た
断
片
的
な
建
築
資
料
が
保
管
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
個
々
の
建
築
図
面
が
完
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
調
査
か
ら
建
物
図
面
を
作

成
し
、
今
後
の
環
境
整
備
に
お
け
る
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
度
は
、
建
物
の
レ
ベ
ル
調
査
、

３
棟
の
実
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
の
調
査
の
経
過
の
一
部
を
中
間
報
告
と
し
て
、

以
下
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
建
物
レ
ベ
ル
調
査
（
4
月
22
日
）

　

傾
斜
地
で
あ
る
敷
地
と
建
物
の
位
置
関
係
を

把
握
す
る
た
め
に
、
測
量
士
で
あ
る
研
究
会
理

事
の
佐
藤
統
氏
の
指
導
の
下
、
建
物
の
レ
ベ
ル
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
約
8
m
の
高
低
差
が
あ
る

北
向
き
の
斜
面
全
体
に
お
よ
そ
13
棟
の
建
物
が

複
合
し
つ
つ
点
在
す
る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

・
囲
炉
裏
小
屋
、道
具
小
屋
実
測
調
査（
5
月
29
日
）

　

囲
炉
裏
小
屋
と
道
具
小
屋
は
、
東
西
に
長
い

敷
地
南
側
の
道
路
境
界
付
近
、
北
向
き
に
傾
斜

し
た
庭
園
を
見
下
ろ
す
場
所
に
位
置
す
る
木
造

の
簡
易
な
建
物
で
す
。
1
9
7
0
年
を
起
点
と

す
る
建
築
群
の
中
で
は
後
期
に
あ
た
る

1
9
9
0
年
代
前
半
期
の
建
設
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
囲
炉
裏
小
屋
は
竹
林
に
佇
む
10
㎡
足
ら
ず

の
慎
ま
し
や
か
な
建
物
。
対
し
て
道
具
小
屋
は
、

東
西
に
セ
パ
レ
ー
ト
し
た
2
・
4
m
四
方
の
ふ
た

つ
の
内
部
空
間
と
、
そ
の
中
間
に
４
ス
パ
ン 

9
・

６
m
の
屋
外
土
間
ス
ペ
ー
ス
を
有
し
、
そ
の
道
路

側
に
は
彫
刻
作
品
（
モ
ー
ゼ
）
が
屹
立
す
る
が

の
如
く
置
か
れ
堂
々
と
し
た
構
え
を
見
せ
ま
す
。

こ
の
道
路
境
界
に
は
門
扉
の
形
跡
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
宛
ら
来
訪
者
を
招
き
入
れ
る
長
屋

門
的
な
性
格
が
意
図
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
フ
ラ
ッ

ト
バ
ー
の
柱
脚
金
物
が
打
ち
込
ま
れ
た
円
筒
形

状
の
独
立
基
礎
、
軽
量
な
木
材
に
よ
る
鋏
み
梁

構
法
と
い
っ
た
、
自
ら
の
施
工
が
考
慮
さ
れ
た
合

理
性
の
高
い
構
法
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
ア
ト
リ
エ
棟
実
測
調
査
（
11
月
21
日
）

　

敷
地
西
側
の
入
り
口
近
く
に
は
、
主
に

1
9
7
0
年
代
に
建
設
さ
れ
た
初
期
の
建
物
群

が
位
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
調
査
を
行
っ
た
ア
ト

リ
エ
棟
（
1
9
7
0
年
）
は
、
ナ
ン
ド
ー
ル
夫

妻
が
益
子
に
移
り
住
ん
で
間
も
な
く
、
生
活
空

間
よ
り
優
先
し
て
自
ら
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

彫
刻
作
品
の
創
作
拠
点
と
し
て
、
ま
た
敷
地
全

体
の
環
境
構
築
の
基
点
と
し
て
、
特
に
主
要
な

建
物
と
い
え
ま
す
。
北
斜
面
に
直
行
し
て
鉄
骨

造
の
建
物
が
置
か
れ
、
内
部
中
央
の
大
空
間
（
約

8
m
四
方
、
高
さ
約
7
m
）
に
は
、
北
側
上
部

の
大
開
口
（
プ
ロ
フ
ィ
リ
ッ
ト
・
ガ
ラ
ス
）
か
ら

柔
ら
か
く
均
質
な
光
が
降
り
注
ぐ
、
創
作
の
た

め
の
安
定
し
た
室
内
環
境
が
実
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
南
北
に
組
み
込
ま
れ
た
２
層
の
居
室

部
と
共
に
、
全
体
と
し
て
斜
面
に
沿
っ
た
ス
キ
ッ

プ
フ
ロ
ア
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
施
工
性
と
経

済
性
、
環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
合
理
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
が
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
調
査
を
行
っ
た
建
物
の
他
に
も
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
は
、
大
谷
石
を
用
い
た
構
法
、
氏
の
創
作
と

の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
意
匠
が
特
徴
的
な
建
物
等

が
、
彫
刻
、
自
然
と
融
合
し
た
環
境
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
調
査
を
進
め
、
改
め

て
ご
報
告
の
機
会
を
持
て
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

同ギャラリーは、年 2 回の企画展期間
に公開されています。詳しくは HP でご
確認ください

（写真：乾 剛）
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